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後の 年において，世界で約

岐発生の背景

二種類方式の融合

は じ め に

億の人口， の計画経済体制の国家――中東欧国家

（ ），旧ソ

行を始めた。

発展の背景の

った改革の結

件，改革の経

連（ ），中国及びベトナム

圧倒的に多数の理論研究はこ

相違によって改革方針，経路

果をもたらしたと主張してい

路選択及び改革の結果の相違

一 経済移

などが計画経済体制から市

の過程において，各国の初

選択，政策運営，実現目標

る。本稿は比較の視点から

を分析し，将来の発展に対

行の意味と内容の構成

場に沿った経済体制への移

期条件，改革目標及び経済

などが大きく異なり，異な

二種類の移行方式の発生条

するヒントの獲得を試みる。

「移行」と

のケースの比

の内容を含ん

社会保障，災

制の移行，な

から市場経済

いう言葉は多様な意味と解釈

較を背景に，異なる角度と次

でいる。憲政体制の構築，政

害軽減，などの社会サービス

いし経済体制の改革を中心に

へ』の中で経済移行を「経済

を含んでいる。大量の文献が

元から移行を解釈している

治制度の改革，私有化と市

分野における新しい制度の

研究する。世界銀行は『世

移行の長期目標は長期的に

中東欧，旧ソ連とアジア

。一般的に移行は四つの面

場化を目標とする経済改革，

構築である。本稿は経済体

界開発報告 計画経済

成長と繁栄を維持できる市

場経済を構築

行の中で「

た」と分析し

分及び経済運

各国の経済

することである」と定義し

政府の活動が再定義され，サ

た。中国国内の学者の間にお

営方式の移行を意味している

移行過程には多くの差異があ

た（世界銀行 ）。国連第 回

ービスの直接提供や製造など

いて経済移行とは通常，経

。

るものの，経済進行を総合

総会は，市場経済への移

での介入範囲が縮小され

済体制の移行，即ち資源配

して帰納的に経済移行の内

（ ）



容をまとめるこ

点にまとめる。

の許可（私有化

立命館経済

とができる。ここでは世界銀

市場価格システムの構築と

，私営部門と非国有経済の発展

学（第 巻・第３号）

行の報告に基づいて移行の内

国家独占的価格システムの撤

を含む）， 財産権改革， 内

容を以下のいくつかの

廃， 新規事業者参入

外貿易改革，労働力市

場改革及び金融

な手段を含む），

計画経済から

部門の改革， 政府の役割に

行政機構改革， 法律体系

二 経済移行

市場経済への移行に関する研

対する再定義，市場に対す

の改革， 社会セーフティ・

の異なった経路選択

究は多数の異なった方法と角

るサポートの強調（法的

ネットの構築である。

度によって行われてい

る。その中で，

１．ポーラン

ン」（ ）

現する。西側の

国家は最低限の

し，政府を経済

賃金制度の自由

基づいてインフ

最も一般的，典型的な方法は

ド，チェコ，ロシア
）
を代表と

，「ショック・セラピー」（

自由市場経済を目標モデルに

介入しか実施しない。同時に

活動から離脱させる。全面的

化を迅速に実施し，外国貿易

レのコントロールと経済の安

「二分法」である。

する改革方式は急進的改革

）の方法で市場経済

して，基本的に市場による自

なるべく迅速に市場経済に対

なショック療法の実施を提案

の管理と規制を撤廃し，主に

定化を図る。

と呼ばれて，「ビッグバ

への全面的な移行を実

発的な調整に依拠し，

する各種の規制を撤廃

し，短期間内に物価と

マネタリズムの政策に

具体的な措置

私営企業に対す

ステムの改革，

いる。

主流経済学者

後に安定化，自

最初に総需要の

としては 価格および内外

る迅速な市場開放， 国有企

法体系，金融部門及び社会サ

，世界銀行と が出した

由化と私有化を中心とするポ

低下，その後に総供給の低

貿易の急速な自由化， 貨幣

業の私有化，工業独占の撤廃

ービスの改革などを含む全面

処方箋に基づいて，旧ソ連と

スト社会主義経済移行を始め

下が生じ，経済が急速な後退

の交換自由化， 新規

，収支の基準と税収シ

的改革，などを含んで

中東欧国家が 年前

た。しかし，その結果，

期に入った。 年の

段

初期

発展

を とす

表１ 中国

階 期 間

段階 「計画価格体制
カニズムの導入
化の融合であっ

段階 「混合価格体制
イダンスが明ら

ると，旧ソ連と中東欧の移行

価格体制改革と改善

内 容

の改善」の方針が主導的な地位を占
が始まった。改革の方式は調整を主
た。

の実施」の方針が主導的な地位を占
かに強まった。改革の方式は自由化

経済の中でポーランドを除

めており，市場メ
とし，調整と自由

めており，市場ガ
を主とする調整と

いて， 年に が

強化

深化

自由化の融合で

段階 「混合価格体制
り，改革の重
システムの構築
革が進められ，

段階 今現在 「社会主義市場
主導的な地位を
改革の範囲と深

あった。

の実施」の方針が依然として主導的
点は国民経済の「治理整頓」，マクロ
と改善であった。改革の方式はコン
状況に応じて調整と自由が行われた

価格体制の構築」の目標モデルが最
占めている。価格改革のペースが明
みが従来のそれを超えた。

な地位を占めてお
価格コントロール
トロールの下で改
。

終的に確立されて
らかに速まって，

（ ）



移行前の水

復が比較的に

た。ロシア

経済移行の経路

準を超えることができなかっ

速い国はスロベニアとチェ

の 年の は移行前のお

選択に関する分析と考察（于洋）

た。ポーランドの水準は

コであり，その 水準はそ

よそ半分で，その 水準

であった。そのほかの回

れぞれ と であっ

は にしか達していな

かった。経済

イジャン，

， と

２．中国を

定目標を達成

の地域と部門

他の部門と分

が最も悪い国は中央アジアの

タジキスタン，トルクメニス

であった。

代表とする改革方式は漸進的

している。この改革は，まず

で同様な改革を展開した。農

野へ拡大した。表１は中国の

旧ソ連の加盟共和国グルジ

タンであり，その 水準

改革と呼ばれ，時間の累積

先行した地方の改革を基礎

業改革と価格改革が先行し

価格体制改革のプロセスを

ア，アルメニア，アゼルバ

はそれぞれ ， ，

を通じて段階的に改革の予

にし，改革が成功すれば他

て，後に改革が徐々にその

示すものであり，漸進的改

革の特徴を明

経済移行は

換である。そ

発展のさまざ

確に表している。

三 経済移行の経路

組織形態，経済運営方式，社

の中で決定的に重要なのは，

まな背景や制約要因及び結果

選択の制約条件 分岐発生

会意識形態など様々の要素

一連の経済主体の行為と相

変数の相互作用の結果であ

の背景

を含む社会経済モデルの転

互関係のルール変化であり，

る。

上記の二種

まり，急進的

ある。しかし

現実的制約条

改革の方針

ロジックに基

に全面的に改

類の改革経路は改革速度およ

改革はワンステップで改革の

，実際の経済改革のプロセス

件に深く関係していることが

をみると急進的改革は主に次

づく一体の体制であるため，

革することによって，移行か

び改革分野の相違だけを表

実現を図り，漸進的改革は

を考察すれば，改革計画の

分かる。

の考え方に基づいている。

改革の一致性，相互補完性

ら生じる苦痛の合計を軽減

しているように見える。つ

段階的改革を意味するので

実施は発展の歴史的背景と

つまり，計画体制は厳密な

によって，体制全体を一度

することができる。したが

って，ワンス

体制の各部分

段階的改革は

発展の歴史

ハイパー・イ

テップで体制の大きなギャッ

の運動速度の差異を強調する

改革の全過程に対するより多

表２ 中

的背景をみると，改革以前，

ンフレと対外債務負担の問題

プを越えなければならない

。改革の相互補完性こそ漸

くの政治的支持を獲得させ

国政府の改革目標の調整

東欧国家，特に改革の先行

を抱えており，経済危機か

。中国の漸進的改革は経済

進的改革に優位性を与え，

た。

国ポーランドの経済は長年

ら如何に脱出し，経済を回

期 間

計画

計画

国家

計画

今現在 社会

目標モデル

経済を主とし，市場経済を補足とする

的な商品経済

が市場を調整し，市場が企業を調整す

経済と市場調整の有機的結合

主義市場経済

。

る。
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復し，成長を促

スのハイパー・

スの計画案によ

立命館経済

進することが政権交替後の急

インフレ対策の成功によって

れば，東欧国家の中央計画経

学（第 巻・第３号）

務であった。当時ボリビアで

ショック・セラピーの有効性

済から市場経済への移行は果

のジェフリー・サック

が認められた。サック

敢かつ迅速に実行され

なくてはならず

トップダウン方

なくてはならな

経済は崩壊寸前

然新しく，社会

施ではボトムア

雑な現実と当時

，ワンステップの急進的な移

式を採用して，政府は改革の

い，というものであった。し

の状態にあった。その後社会

の安定が全ての政策実施の背

ップ方式が採用され，最初の

の中国の発展環境によって，

行戦略が実施されなければな

初期において改革の計画と意

かし，中国は文化大革命のよ

が安定したものの，混乱につ

景と制約条件となっていた。

改革は農村の最も小さい生産

どのような国際組織や学者も

らないという。改革は

思決定の役割を果たさ

うな政治混乱を経験し，

いての国民の記憶は依

中国における移行の実

単位から始まった。複

中国における経済移行

の設計やワンセ

移行とさえ認識

中国の経済移行

な目標の調整と

このような漸

長し，市場化が

国内総生産が

を実現し得なか

ットの計画書を用意すること

しなかった。表２は各回の人

は漸進的で，連続的な修正と

改善につれて各部門と各階層

進的な発展を通じて，中国の

連続的に進み，国民の生活水

倍増大し，労働生産性は

った。

ができなかった。もしくは改

民代表大会における改革目標

調整のプロセスであることが

の改革も調整せざるを得なか

経済移行は大きな成果を実現

準は徐々に上昇した。 年

倍上昇した。他のどの移行経

革の当初，それを経済

の調整を表している。

表されている。全体的

った。

した。経済が急速に成

から 年までの間に，

済も，このような成果

経済移行は厖

的である。如何

の間の協調と発

四 経済移行の中の市場化

大で複雑なシステムプロジェ

なる経路が選択されても，そ

展の問題が存在していた。そ

シークエンス 二種類方式

クトである。その経路の最適

の後の改革は長期的・持続的

れが経済移行の市場化シーク

の融合

選択は多次元と多階層

になり，各部門と業種

エンスの問題である。

言い換えれば，

行の市場化シー

になる。つまり

も，このような

時に経済の各構

必要性が現れた

こと，つまり全

改革の進展と制度の変化につ

クエンスへと議論の内容が変

，急進的改革は改革の初期で

改革は長期間に持続すること

成部分を秩序的，段階的に改

。同様に，主に漸進的改革を

体的に，もしくは部分的に一

れて，改革始動の際の選択方

わった。実際にこのような制

は膨大の規模と急速な実施を

が不可能である。初期段階の

革すること，すなわち漸進的

実施する国が一定の期間内に

定の段階において急進的改革

式の相違から，経済移

度変化は必然的に長期

伴う改革であるにして

衝撃を受けた後に，同

改革モデルへの復帰の

急進的改革を実施する

を実施することも排除

されない。

近年理論面で

学者は新古典派

史の重要性を強

放の適切なシー

を獲得すること

も移行の実践に対する反省が

経済学に基づくワシントン・

調している。開放経済下で，

クエンスを選択し，マクロ経

が現実的な選択である。

始まっており，ノースやステ

コンセンサスを批判し，移行

経済移行における政府の役割

済を管理し，そしてそれに必

ィグリッツなどの経済

における制度構築と歴

が特に重要である。開

要な社会と政治の支持

（ ）



こうした

（ ）が「

貨幣政策及び

経済移行の経路

中で，市場化改革のシーク

最適シークエンス」の理論モ

外国為替政策の策定が極めて

選択に関する分析と考察（于洋）

エンスの問題について，ロナ

デルを提示している。彼は市

重要だと主張した。政府が

ルド・ ・マッキンノン

場化の中で，財政政策，

全ての市場化政策を同時に

実施すること

在している。

市場化のシー

本市場の開放

という順序で

る。例えば，

政赤字が解消

は不可能であり，実施すべき

移行国の間で移行国の初期条

クエンスが存在している。つ

外国為替の自由化（経常収

ある。これらの市場化の進行

中央財政が均衡になった後に

された後に政府が市場化の第

でもない。逆に経済の市場

件の相違によって最適シー

まり，中央政府財政の均衡

支項目の下での取引自由化 資

はそれぞれ一つ前の目標と

金融部門を改革する
）
。また

二のステップ，つまり金融

化に最適シークエンスが存

クエンスが異なるとはいえ，

化 金融の自由化 国内資

本収支項目の下での自由化）

改革の達成を前提条件とす

，物価水準が安定して，財

改革を実施し，国内の資本

市場を開放す

国為替の自由

自由化を資本

中国の経済

いるものの，

によい効果を

農村での突

れた。一つは

る。最後に，国内貿易と金融

化改革を実施する。為替自由

収支項目の下での自由化より

移行と市場化のプロセスはマ

実際の状況に基づく農村から

収めた。具体的に中国の市場

破（ ― ）は農村改革を

農産品買い付け価格を引き上

の自由化が達成した後に，

化改革についてはなるべく

遙かに早く実施することが

ッキンノンが考案した市場

都市へ，増量改革から存量

化シークエンスは次の内容

中国改革の実験室にした。改

げ「シェーレ」を縮小する

政府はマニュアル通りに外

経常収支項目の下での取引

望ましい。

化シークエンスとは違って

改革へという順序は比較的

を含んでいる。 市場化の

革は主に二つの面で行わ

ことにより農業に対する投

入を増加させ

促進により，

この二つの改

いたものの，

発展の中で市

― ）。農

有企業市場

，資金を農業産業へ「還流」

改革が農業生産組織制度の分

革は農業生産にインセンティ

個人の財産権が一定程度認め

場化がもたらした効率性が

村改革を基礎に 年，共産

化改革は行政的な「放権譲利

させたことである。もう一

野を突破したことである。

ブとモチベーションを与え

られ，価格弾力性が一定程

実感できた。 国有企業の経

党中央はさらに工業部門の改

」，資金利用の有償化などを含

つは家庭生産請負責任制の

経済学の角度からいえば，

た。価格は依然管理されて

度回復したことから農村の

営自主権拡大の改革（

革を指示した。初期の国

む企業経営自主権の拡大

を巡って展

）。この

の段階に発展

資金調達に変

過程へ転換し

利潤追求型の

度」である。

開された。 価格のデュアル

時期に中国の体制移行は「計

した。この段階において国家

化し，従来の計画による再生

て，流通は価値実現の一部分

企業に躍進を求めた。このよ

財政制度改革と金融業の

・トラック制度の形成と流

画内」の領域の漸進的縮小と

財政を通じた資金調達は金

産から価値の創造―価値の

として再認識された。この

うな消長のプロセスがいわ

成長（ ― ）。伝統的な計

通ルートの円滑化（ ―

「計画外」の領域の拡大

融によって代表される社会

実現―価値の分配の再生産

ような経済の運営は全ての

ば「デュアル・トラック制

画経済体制の下で，中国

の財政は主

％に達し

民収入の分配

制度の改革は

経済主体のイ

ムの最適化と

要な資金分配のルートであっ

た。財政支出の中で基本建設

構造の調整につれて，財政収

国民収入における財政収入の

ンセンティブを引き起こすこ

資本市場の発展（ ―）。改

た。財政収入が国民総生産

補助金が ％を占めてい

入の国民収入に占める割合

比重の削減からスタートし

とも歴史的な選択である。

革以降，多くの原因により

に占める割合は 年に

た。経済体制改革以降，国

は低下し続けてきた。財政

，財政の債務償還で各々の

国有資本の運営メカニズ

国有企業の経営状況は悪化

（ ）



し続けてきた。

らに悪化した。

せている。国有

立命館経済

年，社会主義市場経済体

国有企業の問題は既にその他

企業の改革は単なる権利の配

学（第 巻・第３号）

制構築の目標が確立された後

の改革の効果を阻害し，その

分から国有資本運営メカニズ

，国有企業の状況はさ

さらなる展開を遅延さ

ムの構築，すなわち財

産権改革を中心

上昇している。

易改革の促進に

にした資本市場の支援による

こうした時期，改革の重点は

よって経常収支項目における

五

国有資本の存在及び運動の効

貨幣市場と資本市場の発展に

外貨の自由交換が段階的に実

幾つかの結論

率化を模索する段階に

移ると同時に，外国貿

現している。

１．各国の経済

らない。理論モ

の支払いを強い

２．漸進的改革

ており，不変と

大きなステップ

通などの面にお

は段階的に行わ

移行経路選択を最適化するた

デルをそのまま応用したり，

られて，期待した効果が得ら

であれ，急進的改革であれ，

いうことはありえない。

が踏まれている。例えば，財

ける改革がそうである。その

れていた。例えば，価格の段

めには，各国自身の具体的状

他国の経験を援用したりすれ

れない。

実際には一定の歴史的発展段

年に新たに始まった中国の改

政，金融，外国為替，外国貿

一方，旧ソ連，東欧諸国の急

階的自由化，予想より大きく

況を考慮しなければな

ば，しばしば高い代価

階においてのみ存在し

革では実際にある程度

易，投資，価格及び流

進的改革もある分野で

遅れた私有化の進展な

どが指摘できる

３．移行がまだ

ができない。シ

終的な勝利では

現れるものの，

における経済移

益々増加してい

。

終了していないために二種類

ョック・セラピーを主張する

ない。急進的な移行は経済の

長期的にはプラスの効果が遙

行の進展によって，中国によ

る。欧州復興銀行と世界銀行

の経路選択の最終的な影響を

サックスなどの人々によれば

連続的な低下をもたらし短期

かに大きい。しかし，今日の

る漸進的改革の経路選択を支

の移行報告によれば，特に東

全体的に評価すること

，中国の今の成功は最

的にマイナスの効果が

経済発展状況及び中国

持する学者と専門家が

欧及び旧ソ連の 年余

の経済移行，中

ロシアと一部の

的改革は，その

位性をもつ選択

４．最適選択と

長期間の発展を

できない。移行

国経済改革の 年近い経過の

東欧国家が失敗したと結論し

経路選択と制度変更の実践が

であった。（

セカンド・ベスト選択。成熟

経過しなければ西欧，北米な

国が一連の改革プランを通し

後，多数の学者はこれまでの

ている。もっと正確にいえば

中国の実状及び歴史的な発展

）。

した市場経済は長年の制度の

いしは日本のような成熟した

て短期間に市場経済に移行す

中国の道が成功を収め，

，中国が採用した漸進

段階に適合し，より優

創造的な産物であり，

市場経済モデルは実現

ることは実現不可能で

ある。また，市

ドイツ，日本な

制度の取り決め

ことが非常に難

行の中でたとえ

い要因が存在す

場経済の先進国の中でも市場

どの国の間で市場経済に多数

が全然違っていることさえあ

しい。つまり，経済移行の発

完璧な解決方法が見つかった

るためにしばしば予期された

経済のモデルが異なっており

の違いが存在している。一部

るために，世界中に通用でき

展の中で最適選択が存在しな

としても，実現上の複雑性と

目標に達することができない

，例えば米国，英国，

の業種・部門における

る発展モデルを見出す

い。そのうえ，経済移

コントロールしきれな

。移行国は最適な制度

（ ）



を模索する際

者に受け入れ

的企業制度が

経済移行の経路

，独自の制度環境を無視でき

られる経路選択しか採用され

確立されていなかったために

選択に関する分析と考察（于洋）

ないために，しばしばセカ

ていない。例えば，中国の

，金融システムと財政シス

ンド・ベストかつ利益関係

経済移行においては，近代

テムが企業経営のずさんか

ら生じる赤字

５．市場化シ

づいて，新し

制度の役割，

おいては，旧

するまで旧制

を補 しなければならず，移

ークエンスの選択。経済移行

い論点，つまり「ポスト・ワ

歴史の役割及び移行に対する

）。自由な市場と政府の目

制度をなるべく早く崩壊させ

度を撤廃するべきではないと

行コストが累積し続けてき

の進展につれて，経済学者

シントン・コンセンサス」

政治と社会の支持が強調さ

標が役割を果たすような制度

るのではなく，漸進的改革

主張している。その上で市

た。

は総合分析と実証分析に基

を提示している。そこでは，

れている（科徳勒克，

を確立させるプロセスに

を採用して経済移行が完成

場シークエンス理論が提示

されて，如何

自由化と私有

が必要である

発展段階を離

次の段階の改

づく適切な経

とって如何に

ある。経済発

なる体系的改革においても制

化の中でも同様に競争的な市

ように，発展段階と制度の取

脱した改革措置は存立できな

革に良好な政策運営環境を提

済移行戦略，シークエンス及

制度移行と発展戦略の関係を

展こそ経済移行の最終目標で

度の取り決めが必要だと主

場と管理規制の主体のよう

り決めが相互関連かつ相互

い。さらにそれぞれの発展

供するであろう。したがっ

び経済発展戦略を選択しな

協調させるかが移行の成敗

あり，移行自身は発展戦略

張している。例えば，貿易

な制度的なフレームワーク

依存の関係をもっている。

段階における目標の実現が

て，各国の歴史と状況に基

くてはならない。移行国に

を決定する決定的な要因で

の道具にすぎない。良い制

度自身は健全

までのところ

エンスをどの

調問題も存在

調の最も良い

発展戦略の関

及び発展プロ

な発展戦略を代替できないが

移行国間の成果の大きな相違

ように処理するかに関わって

している。中国とベトナムは

事例であり，東欧と旧ソ連の

係を混同し，市場化シークエ

セスの連続性が断たれたもの

，逆に良い発展戦略も悪い

は，さまざまな業種や部門

いる。同時にまた各種の経

社会主義経済制度の歴史上

痛ましい経験は，各々の発

ンスが重視されず，発展政

である。（翻訳 徐涛）

制度を代替できない。これ

，地域の市場化進展シーク

済市場化改革措置の間の協

で発展政策と制度変革の協

展段階と最終目標としての

策に誤算が生じ，制度変化

） 幾つ

ロシア

階で緊

較すれ

） ここ

ィグリ

かの文献はボーランド，チェコ

の改革方式を「ビッグバン治療

縮政策の実施を放棄し，経済が

ば両者は本質的に同じであり，

でマッキンノンが提示した金融

ッツの金融規制理論によって取

注

などの中東欧国家が採用した改革

法」と呼んでいる。両者の主な違

混乱に陥ったことにある。しかし

本稿は両者を同じ類型にまとめる

自由化理論は，金融危機・銀行危

って代わられた。

方式を「標準治療法」と呼び，

いはロシアが改革の初めの段

，中国の改革の経路選択に比

。

機の相次ぐ発生とともにステ

（ ）
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